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導

界

動

向

中

国

古

代

史

研

究

の
..悲

況
.

腰

虚

の

考

古

率

的

研

究

本
誌
十

一
巻
妊
刊
業
欄
で
御
衆
知
の
..,bj
と
く
中
国
考
古
学
報
､
歴
史
語
言
研
究

所
集
刊
が
入
っ
て
'
安
陽
葬
掘
報
告
内
筋
に
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
以
後
の
殴
虚
藷
塀

の
様
子
が
大
分
わ
か
る
や
う
に
な
っ
た
｡
ど
ん
な
論
文
に
ど
れ
だ
け
の
こ
と
が
記

.I

き
れ
て
ゐ
る
か
そ
の
頃
日
の
あ
ら
ま
し
を
次
に
紹
介
し
て
研
究
者
に

1
詞
を
お
す

す
め
し
ま
う
O

ま
づ
'
申
囲
考
古
学
報

(
即
田
野
考
古
報
告
)
琴

扇

(
民
三
六
年
)
所
載
'

石
嘩
如

｢殿
虚
最
近
之
蛋
要
単
項
,
附
論
小
屯
私
層
｣
が
撃
げ
ら
れ
る
｡
殿
虚
卓

瀕
小
史
と
も
い
ふ
べ
き
序
文
に
つ
ゞ
い
て
'
八
･
九
･
十
三
･
十
四
･
十
五
各
次

蓉
堀
の
経
過
が
逮
べ
ら
れ
'

(
十
1
十
二
次
侯
家
荘
艶
董
串
裾
は
稿
を
改
め
て
記

す
由
)
次
に

｢
二
へ
最
近
的
霊
夢

問
短
の
哲
現
及
英
相
舶
之
開
頓
｣
の
興
味
挺
い

草
が
煎
る
｡
青
銅
礎
板
に
つ
い
て
.
衣
は
'
軍
'
属
､,
戦
士
を
伴
っ
た

,eM
〇
二
〇

碁
に
つ
き
'
軍
制
'
戦
蹄
凝
位
と
し
て
の
戦
車
と
戦
士
等
の
復
原
が
試

み
ら

れ

る
O
ま
た
騎
射
の
風
の
あ
っ
た
こ
と
も
'
ト
辞
資
料
も
使
っ
て
推
測
.
放
虚
に
お

巳

奈

夫

け
溝
板
築
の
手
順
'
水
講
の
問
題
｡
｢基
地
墓
葬
輿
歴
代
的
宗
教
儀
式
｢
の
皆
で
は

､
基
地
と
そ
れ
に
関
係
況
い
董
葬
の
位
置
楓
路
を
分
類
し
｣
慮
明
の
民
俗
と
対
比
七

七
'
そ
れ

ふ
＼
が
建
築
の
進
軍
と
共
に
供
せ
ら
れ
た
､
人
間
､
動
物
の
戦
性
な
る

を
論
ず
る
｡
次
は
簡
鍋
韓
鋳
造
法
'
骨
牙
詩
の
離
り
方
'
金
持
製
作
槙
等
技
術
方

面
の
間
宙
O

｢甲
骨
諸
頼
及
英
樹
潮
的
来
源
｣
に
つ
い
て
は
'
甲
と
骨
を
院
別
し

て
穴
に
納
れ
た

宣ゝ
)､
管
理
人
を
同
じ
穴
に
埋
め
た
こ
と
'
か
く
穴
に
埋
め
.た
か

は
王
朝
交
替
の
時
の
整
甥
の
た
め
だ
ら
う
こ
と
'
及
甲
骨
の
材
料
の
束
源
の
問
顔

等
に
つ
き
論
ず
る
｡
器
物
各
説
｡
帯
粕
の

(
帯
粕
陶
器
町
等
村
か
ら
も
出
た
と
い

ふ
)
豆
や
'漆
器
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
ゐ
る
典
ら
し
い
籍
の
帝
吐
中
の
療
病
t

等
が
特
に
汝
目
さ
れ
る
｡
葦
が
改
つ
て
'
黒
陶
時
代
膚
と

殿
商
時
代
膚
の
分
布
層

位
舶
係
.
穀
雨
文
化
に
庵
す
る
遭
鋲
の
種
類
O

(董
葬
の
種
類
は
細
か
く
分
類
さ

れ
る
O
)

段
商
以
後
の
海
損
'
即
ち
'
黄
土
講
'
子
鹿
を

納
れ
た
合
口
空
相
'
曙

毒
'
唐
'

宋
'
明
へ
清
毒
等
'
最
後
に
｢
小
屯
興
恒
満
祐
近
地
的
綿
棒
｣
の
紡
O
置
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億
所
在
砲
列
撃
'
各
々
の
主
嬰
卓
見
物
等
を
記
入
し
七

1
覧
表
o
欝
陶
'
農
周
'

小
屯
各
文
化
麿
の
概
括
.
住
居
の
立
地
等
｡

寓
虞
版
は
模
糊
と
し
て
役
に
立
た
中
が
'凸
版
･の
地
囲
'

M
q
二
〇
の
平
面
圏
'

干
物
の
鞠
等
ほ
保
へ
る
.

な
雪

中
囲
考
古
学
報
第
四
射

(
一
九
四
九
年
)
に
'
右
の
論
文
の
後
記
が
載

せ
ら
れ
て
ゐ
る
.

｢基
祉
茎
董
興
歴
代
宗
教
儀
式
｣
の
節
に
細
し
っ
建
築
の
進
行

に
伴
ふ
供
式
へ
そ
の
意
義
へ
及
殿
代
の
三
性
を
改
め
て
論
じ
'
ま
た
､
字
骨
を
多

数
出
し
た
に
1
二
七
と
他
の
衣
坑
と
の
舶
係
を
併
せ
記
し
て
ゐ
る
｡
､-

歴
史
語
言
研
究
所
発
刊
第
十
三
本
'

(
民
三
十
七
年
)
に
は
､
石
噂
如

｢河
南

安
陽
後
岡
的
殿
董
｣
が
あ
る
｡
民
二
二
年
二

三

年
に
草
塀
の
行
ほ
れ
た
後
岡
の

大
童

一
'
小
暮
末
に
つ
い
て
記
す
｡
小
暮
は
無
形
墓
と
長
方
形
茎
に
分
類
｡
前
者

と
し
て
H
三
三
二
｡
磯
零
さ
れ
て
形
を
失
い
'
骨
粉
の
外
､
琴

錦
'
闇
へ
航
'

財
嫉
'
が
散
乱
.
底
に
丹
砂
ら
し
き
層
｡
H
三
六
二
は
副
葬
品
な
く
'
凍
土
坑
中

に
僻
身
葬
.
後
者
と
し
て
は
H
三
二
l
A
茎
を
記
す
.
況
さ
三
･.±

五
米
､
縦
三

･
二
米
'
横

1
･
七
栄
の
穴
の
中
に
'
横

一
･
三
来
'
解
二
一
五
釆
程
の
厚
さ

1
/

○
糎
位
の
板
を
組
合
せ
た
櫛
室
を
作
り
'
そ
の
中
央
虞
下
に
四
〇
糎
に
七
〇
糎
'

況
さ

一
五
糎
の
穴
を
更
に
掘
り
込
む
｡

(腰
坑
)
東
部
は
洗
掘
さ
れ
て
ゐ
る
が
へ

秤
室
に
'
陶
三
角
'
銅
鉾
､
弐
尾
'
鳥
骨
'
人
骨
O
腰
坑
に
狗
骨
､
具
'
櫛
室
外

だ
人
骨
二
段
鍋
飯
を
出
す
.
些
二
二
一
B
も
開
式
だ
が
併
存
は
更
に
恋
い
｡
大
量

に
は
些
二
四
〇
墓
が
あ
る
.
決
さ
九
米
程
の
や
ゝ
下
す
ぼ
み
の
長
方
形
を
な
す
穴

に
'
前
よ
り
紹
介
せ
ら
れ
て
ゐ
るt
如
き
豆
形
木
宴

(
五
･
七
栄
×
.E
･
四
米
)
/
計

納
れ
'
中
央
に
腰
坑
へ
比
に
約

二

米
の
階
段
'
南
に
長
さ
約
二
′○
栄
の
斜
路
を

作
っ
た
も
の
二

面

の
拓
掘
で
'･重
要
な
逸
物
は
殆
ん
ど
失
っ
て
ゐ
る
｡
腰
坑
よ
り

出
た
犬
の
鈴
は
'
革
ひ
も
の
で
崩
し
'
青
を
蹄
紐
で
下
げ
た
様
子
が
わ
か
り
面
白

i

い
0
両
道
の
途
中
の
や
･'
甲
に
な
っ
た
崩
よ
り
串
器
が
若
干
.
錆
は
北
活
の
直
上

に
戦
国
時
代
の
毒

｡二
と
の
時
代
の
葺
は
安
陽
に
多
数
あ
る
由
)
Ao
次
に
こ
の
茎

の
造
物
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
へ
熊
に
似
た
自
大
輝
石
鰹
離
刻
へ
陳
亀
の
甲

で
作
っ
た
細
長
い
片
､
扱
い
片
'
な
ぞ
目
新
し
い
.
後
者
は
汚
職
革
村
'
小
屯
に

も
あ
格
と
い
ふ
｡
墓
室
を
埋
め
る
に
常
っ
て
士
を
轟
き
固
め
な
が
ら
へ
随
時
人
間

の
首
を
斬
っ
て
故
り
亡
ん
だ
様
子
が
tp
そ
の
分
布
'
状
態
よ
り
わ
か
る
の
は
興
味

溌
い
｡
新
葛
二
回
の
盗
掘
に
つ
い
て
考
察
を
加
へ
た
後
t.
か
上
る
轟
の
営
造
の
順

′

序
を
推
測
し
て
ゐ
る
｡

中
開
考
古
学
報
琴

二
か

(
民
三
七
年
)
第
四
か

(
民
三
八
年
)
に
拳
済
'
.T
記

小
屯
出
土
之
青
銅
器
｣
上
籍
中
篤
が
そ
れ
ぐ

腰
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
上
亀
は

｢容

器
駒
形
働
｣
と
鹿
さ
れ
る
O
r
l
'
出
土
情
形
｣
の
葉
で
は
資
料
た
る
小
屯
の
十
墓

に
つ
き
｡
副
葬
人
骨
の
萎
勢
へ
敬
'
よ
り
.･､
殉
葬
や
信
仰
閲
係
の
犠
牲
ら
し
い
こ

と
.

ま
た
層
位
踊
係
｣

副
葬
品
よ
り
確
か
に
殿
商
時
代
に
庵
す
る
こ
と
を
論
ず

る
｡

｢
二
つ
分
類
説
明
｣｡
符
の
最
下
部
の
形
態
に
よ
り
1
､
開
展
津

(
斗
)
2
'

平
底
韓

(
鍋
'
蓉
)
3
圏
足
詩

(
盤
'

食
､
餌
'
カ
舜
'
甑
'
薗
'
隈
'
萄
†

茄
)
4
垂
足
器

(
鼎
'
壁
'
欝
'
義
'
缶
)
w
A
5
嘩
足
祷

(壁
'
欝
)
6
興
器
相
失

之
茸
に
分
類
｡

｢殿
虚
陶
器
岡
錦
｣
の
総
説
を
引
用
'
序
数
に
よ
る
酔
態
愈
名
法

を
説
明
へ
こ
の
愈
名
に
よ
る
各
形
式
の
や
ゝ
詳
細
な
説
明
｡
｢三
'参
足
器
雇
小
堀

殿
商
期
演
轡
之
段
階
｣
で
は
､参
足
器
の
足
部
'底
部
の
形
態
を
精
し
く
分
類
研
究

t
r
鼎
の
形
の
何
れ
が
古
い
か
､
欝
､
壁
の
形
の
奨
漕
､
敵
と
釜
､
壁
､欝
の
振
1

鮎
と
鼎
の
耳
の
由
来
等
の
間
額
を
形
式
学
的
に
論
じ
'
段
代
の
工
人
は
黒
陶
の
形

制
を
熟
知
し
て
ゐ
た
が
'
槙
倣
塔

ず
'
改
良
取
捨
し
て
工
夫
を
加
へ
た
'
と
し

ノ

て
'
黒
陶
と
艶
商
時
代
鋼
帯
の
形
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
説
明
し
て
あ
る
｡
｢T3Tiir開
展
誰

的
原
始
｣
t
J/J
れ
に
屈
す
る
十
式
の
内
'
轟

の
外
は
皆
般
虚
土
器
中
に
鼠
出
さ
れ
'

相
互
の
形
の
差
は
少
い
と
い
ひ
'
各
式
の
由
米
を
研
究
.
銅
製
の
も
の
は

t
陶
製
の

滝
の
を
槙
し
た
ら
㌢

J
と
を
叶
ふ
O

｢陶
鷹
番
,平
底
等
,四
足
鞍
及
夢

の
葦
で

･- 78一
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㌔

ほ
､
こ
れ
ら
の
由
来
を
'
曇
は
彩
陶
時
代
よ
仇
'
鍋
経
典
の
鍵
等
に
O
四
足
方
形

器
木
製
器
よ
り
'
斗
'
割
っ
た
所
産
に
柄
を
つ
け
た
も
の
よ
り
'
等
と
｡

｢六
各

器
之
相
互
舶
係
｣.

小
屯
十
墓
を
鼎
蟹
缶
の
有
無
よ
nO
甲
乙
二
類
に
分
け
'
各
墓

に
嵐
す
る
各
種
器
の
形
式
の
新
吉
を
研
究
二

億
の
フ
y
ド
が
被
葬
者
と
同
時
代

だ
と
憤
冠
す
れ
ば
､
こ
れ
は
埋
葬
の
新
吉
の
順
序
づ
け
た
る
を
論
じ
'
次
に
各
フ

y

ド
中
の
欝
礎
壁
遍
等
の
容
量
の
比
を
調
べ
､
経
典
の
そ
れ
と
あ
ま
り

1
致
し
な

い
JJ
と
を
見
出
し
で
ゐ
る
.

.I

申
篤
は

｢鋒
双
器
｣
と
趨
さ
れ
'
利
器
の
研
究
で
あ
る
｡
rJ
t分
類
町
説
明
｣

の
章
で
は
Ⅰ
尖
器

(
針
な
ど
)
Ⅱ
端
敦
器

(
離
刀
'錘
刀
'斧
斤
)
Ⅱ
追
敷
器

(
刀

口rhu

M■､■れu

MiiZl

の
類
)
Ⅳ
些
敷
津
甲
句
兵
乙
刺
兵

(矛
)
丙
長
兵
･(鯨
)
に
大
き
く
分
類
｡
Ⅰ
尖

.1

(

(

器
以
外
は
'
各
Jl
を
更
に
細
か
く
分
類
個
々
の
遣
物
に
つ
き
説
明

(
樹
版
籍
虞
あ

り
)
が
試
み
ら
れ
る
.

｢
二
魂
刀
創
｣
.
先
に
葬
表
し
た
街
商
丁
字
形
の
小
刀
は

石
双
骨
背
の
も
の
よ
り
夢
達
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
乳
は
､
柄
双
の
慣
別
不

分
明
な
青
銅
小
刀
及
長
方
形
骨
製
刀
背
の
夢
見
に
よ
り
裏
づ
け
ら
れ
る
と
.
柄
の

蓉
達
は
重
要
改
革
と
い
ひ
'
有
柄
刀
を
三
つ
に
分
類
､
凸
背
凹
裂
の
も
の
は
石
器

の
錦
よ
り
.
凹
背
凸
敦
の
も
の
は
剖
刀
よ
り
O
直
背
凸
双
の
.も
の
は
上
の
1
分
沢

と
し
へ
段
虚
資
料
を
使
っ
て
そ
れ
ら
の
形
式
の
夢
展
系
統
団
を
作
成
O･
ま
た
埼
近

法
を
考
察
｡
問
題
の
教
戒
刀
に
つ
い
て
は
'
形
式
上
'
鋳
造
技
術
上
'
今
の
単
連

末
続
の
最
後
に
揖
き
つ
ま
た
穀
代
に
､
物
の
端
末
に
獣
刀
を
飾
る
好
命
の
あ
っ
た

JL
と
よ
り
'
中
国
で
襲
生
し
た
も
の
で
'
北
方
民
族
は
こ
れ
を
引
き
つ
い
だ
と
考

J

へ
る
｡
｢三
､
句
兵
過
振
｣｡二
二
つ
の
間
宙
に
分
け
て
考
察
.
糾
'
商
内
と
曲
内
応

内
的
補
聯
あ
り
や
'
起
原
別
な
り
や
｡

-
雨
式
の
内
の
形
式
の
先
後
を
論
じ
'

曲
内
は
そ
の
中
の
鳥
形
文
様
と
密
接
に
謝
聯
.
鳥
形
を
納
れ
る
要
よ
り
と
.

伽'

上
下
欄
と
側
髄

-
玉
鋼
合
製
の
構
造
は
'
石
器
時
代
､
石
式
を
ソ
ケ
ゥ
ト
に
は

め
て
使
っ
た
時
の
遣
制
｡
上
下
欄
は
こ
の
ソ
ケ
ッ
ト
に
起
喝

倒
閣
は
,
控
の
申

背
の
柄
に
接
す
る
部
分
の
単
連
し
た
も
の
0
聖

青
潮
的
凄
溝
興
央
鈴
的
援
兼
､

-
前
者
は
'
石
器
宝
器
に
端
敦
'
追
敷

を
兼
ね
た
も
の
が
あ
る
が
｣
か
上

る
も

の
と
浅
と
を
折
申
し
よ
-
と
し
て
､
失
敗
に
終
っ
た
試
み
'
と
｡
似
'
不
見
於
小

:屯
句
点
朗
現
象
｡
-
1

胡
な
し
､
匁
を
つ
け
た
内
な
し
'
鹿
衛
未
夢
達
の
三
つ
を

.義

あ
げ
TC
.

｢g
I'
銭
形
的
輯
撃
及
其
在
地
面
下
分
備
之
状
況
｣
の
啓
で
は
'
各
威

出
土
の
銅
鉱
の
寸
法
を
測
り
,
統
計
的
に
放
っ
て
計
る
｡
.幾
つ
か
に
分
け
た
組
の

差
異
釆
散
大
な
る
も
の
は
'
長
期
に
亘
っ
た
も
の
と
.

｢
五
､
義
孝
興
次
坑
舶
係

一
両
｣
.～
青
銅
灘
鵡
器
は
基
よ
り
'
短

骨
は
衣
坑
よ
り
出
る
.
銀
盤

器
西
方
よ
り

出
土
す
る
故
､
繭
翠
の
銅
棒
認
め
ら
れ
る
t
と
論
じ
'
鼻
腔
例
を
列
琴
.

な
は
有
論
文
に
舶
聯
L
y
r･
集
刊
二
二
凍

(
民
三
九
年
)
に
'
挙
折
が

｢課
北

■.

出
土
青
銅
句
兵
分
類
陶
解
｣
を
書
い
て
ゐ
る
0
-日
'
導
言
'先
の
輸
文
の
'申
篤
に

旬
兵
の
起
漁
を
論
じ
た
綾
き
で
'
預
北
出
土
の
資
料
を
以
て
'
こ
の
も
の
1
殿
中

期
か
ら
戦
国
末
ま
で
の
撃
藩
を
た
ど
る
｡
安
陽
小
屯
'
国
債
家
荘
'-滞
慌
苧
村
'

棒
儒
琉
喝
観
､
汲
輝
山
彪
鍔
の
遺
物
が
資
料
で
あ
る
｡
聖

形
艶
分
析
の
章
O
小

竣
輿
朗
'
胡
駿
以
優
に
単
連
.
聖

内
'
曲
内
有
鱒
け
も
の
は
鮫
代
の
み
｡
戦
国

代
'
内
端
に
鴛

vS
.
腐
肉
ナ
藤

'
側
聞
宰
相
よ
り
.
上
欄
又
は
下
圃

一
方
の
み

の
も
の
戦
国
時
代
.
等
と
結
論
0
日
'
各
組
類
別
O

出
土
地
別
の
組
に
分
け
へ
各

組
を
更
に
分
類
表
示
｡
廟
､
全
段
分
類
的
標
準
､
句
兵
の
各
部
分
の
時
代
に
よ
る

相
異
計
研
究
.
内
'
上
下
欄
及
側
欄
へ
裂
の
形
を
標
準
に
櫓
分
類
表
を
作
成
.
㈲

各
式
説
明
.
各
形
式
に
つ
き
各
部
分
の
有
無
､
寸
浩
の
比
等
の
詳
細
な
表
.
閑
'

時
代
的
範
問
異
類
個
錦
待
解
決
的
問
宙
.
各
式
の
時
代
の
範
囲
大
鰐
決
め
う
る
こ

せ
｡
以
上
よ
り
'
外
国
の
影
響
に
よ
ら
ぬ
r
中
国
朔
日
の
掲
創
的
教
最
見
与
る
こ

と
.
上
欄
の
な
い
式
の
柑
項
は
､
矛
と
の
組
合
せ
に
よ
る
戦
の
静
的
に
よ
る
の
.で

は
な
い
か
､
等
と
こ
の
論
を
終
る
.
寮
長
及
凸
版
の
蹄
が
有
難
い
O

魔
刊
L三

本

(
民
三
九
慧

所
収
'
石
嘩
如

rS
屯
艶
代
的
成
義
兵
静
｢

(附

一 紬 一
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般
代
的
篤
)
T4
'著
者
の
読
替

よ
り
'
そ
･AJ
に
見
出
さ
れ
る
新
資
料
の
方
で
興
味
を

惹
か
れ
る
｡
｢
H
､
前
言
｣､
時
化
に
よ
り
戦
士
の
装
備
す
る

一
セ
ッ
ト
▲の
兵
器
に

差
あ
り
｡
殿
代
の
そ
れ
如
何
.

｢
0兵
籍
出
土
的
晴
形
｣
例
の
tr竺
一〇
の
串
坑
の

四
セ
ッ
ト
へ
M
l
六
四
'

叩
二
三
八
各

1
セ
ッ
ト
の
各
Ĵ
の
出
土
状
況
を
説
明
.

｢
B
r
兵
韓
分
速
興
復
原
｣
ま
づ
弓
.
甲
'籍
載
中
的
号
制
.
各
部
名
辞
'所
用
の

●

材
料
'
製
造
過
程
に
つ
き
'周
程
等
の
古
典
､
四
川
省
現
代
の
例
よ
り
研
究
.
乙
'

令

段
代
弓
的
復
原
｡
甲
骨
文
の
弓
'揮
'弔
'
封
の
字
よ
り
盾
の
形
を
鯛
'
金
文
固
形

.
文
字
中
の
弓
を
も
つ
人
間
の
像
よ
り
'
人
睦
と
弓
の
大
き
さ
の
比
例
を
出
す
｡
股

/
代
の
弓
へ
牛
角
を
使
用
'
殴
虚
出
土
の
多
数
の
牛
角
も
弓
の
材
料
か
'
と
O
次
に

｢河
南
安
陽
遣
物
の
研
究
｣
図
版
二
六
中
に
見
る
如
き

1
種
の
遣
物
の
'
些

一a

中
の
出
土
位
置
よ
り
t
.こ

れ
を
弓
の
粥
と
決
定
｡
次
は
射
｡
従
来
族
鈴
､
鷹
額
飾
ノ

等
と
い
ほ
れ
て
ゐ
た
金
具
を
'
弓
の
中
央
の
握
り
に
つ
Y
封
と
な
す
新
説
o
次
は

欠
｡
拓
哉
へ
項
代
四
川
の
例
よ
り
そ
の
制
を
研
究
し
た
後
'
歴
代
の
弓
の
制
を
字

形
'
現
代
例
よ
り
推
し
'
先
に
求
め
た
弓
の
長
さ
'
矢
の
富
心
等
の
カ
か
ら
そ
の

長
さ
を
推
算
｡
次
は
鯨
｡
甲
骨
文
箱
学
の
形
､
日
本
の
例
よ
り
研
究
を
進
め
'
銀

の
払
土
状
態
'
そ
の
附
近
に
あ
っ
た
式
に
残
TO
編
竹
様
挺
痕
を
考
察
'
式
欺
頭
'長

玉
管
を
貫
い
た
柄
を
附
し
､
復
原
圏
を
作
成
｡
式
｡
こ
れ
も
ま
づ
字
形
よ
り
研
究

家
に
出
土
状
態
よ
り
.
長
〇
九
九
五
米
r
長
樫
〇

･〇
三
大
栄
へ
短
経

〇
･〇
二

六
栄
の
'
周
閏
に
紅
色
漆
皮
の
残
っ
た
土
中
の
楕
固
形
塞
洞
か
ち
'
式
の
柄
の
わ

か
る
の
は
面
白
い
｡
ま
た
玉
管
を
鈍
っ
た
房
飾
り
を
想
像
復
原
｡
盾
｡
詩
経
な
ど

に
'
戦
車
に
盾
を
の
せ
た
こ
と
｡
金
文
字
形
よ
り
そ
の
形
を
想
像
O
出
土
品
よ
り

木
板
､
中
は
良
質
､
表
は
鳶
色
の
漆
で
相
向
ふ
虎
の
袈
蝕
を
つ
け
た
盾
な
る
を
知

る
.
刀
｡
想
像
の
要
な
し
.
鞘
は
あ
っ
た
か
の
開
態
に
つ
き
､
刀
を
鞘
に
約
め
'

嘱
と
共
に
環
に
下
げ
た
接
を
想
像
復
原
O
嘱
と
蜂
に
つ
い
て
､
塀
に
ひ
も
を
通
し

て
下
げ
た
鮮
泡
を
塗
と
い
っ
た
こ
と
を
論
ず
｡

｢倒
兵
帯
的
等
級
典
用
途
｣
兵
器
.

跡
形
へ
文
様
に
よ
り
'
使
用
者
の
身
分
の
馬
下
あ
っ
磐

)
と
tt
ま
た
fr

兵
韓
の
目
方
を
総
計
O
重
い
の
は
車
上
'
次
は
属
上
'
次
は
渉
兵
t
等

た
'
と
｡
附
段
代
的
策
へ
で
は
'
雨
滴
に
議
を
袈
し
'
途
中
柁
黄
金
を
被
ら
せ
た

長
さ
約
六
〇
糎
の
棒
に
復
原
し
う
る
器
を
策
と
な
す
｡

楊
錘
健

'
劉
東
主

｢安
陽
殿
虚
之
哨
乳
動
物
群
へ
補
遺
｣

｢中
国
考
古
学
報
秦

四
壁

に
も
注
目
す
べ
き
事
饗
が
見
出
さ
れ
る
｡
殿
抽
選
土
動
物
の
種
類
'
資
料

の
数
量
等
の
表
が
示
さ
れ
'
そ
の
内
の
新
加
資
料
と
し
て
､
現
在
中
開
南
方
に
ゐ

る
種
類
の
狐
'
現
代
の
家
柄
に
近
い
猫
'

(家
猫
と
決
崇
す
る
琵
な
し
)
現
代
熱

帯
に
ゐ
る
犀
牛
.
模
'
等
が
興
味
を
ひ
く
.
考
古
撃
報
琴

二加

に
駿
塵
出
土
と
し
･

て
楊
氏
が
紹
介
し
て
ゐ
る
北
方
寒
冷
地
に
住
む
抱
角
翰
'
及
'
鯨
へ
象
と
共
に
t

.,J
鼠

牛
､
操
舵
遠
方
か
ら
も
た
･iM

_れ
允
岩

,
と
い
ふ
･.
水
雷

鷹
野
讃

不
像
鹿
と
並
ん
で
'
千
以
上
の
最
大
の
量
を
な
し
て
を
り
'
と
れ
株
安
陽
の
完
侯

が
項
在
と
同
じ
Y
な
か
っ
た
明
証
だ
t
と
い
っ
て
ゐ
る
?

以
上
を
以
て
主
要
な
論
文
の
紹
介
を
藤
首
.
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